












1978年 8月～1979年 3月 Institute of International Education 研究生（米国国務省国際交流計画による公
費留学）
2000年 3月 京都工芸繊維大学より博士（学術）を授与（博乙第 83号）
2006年 3月 専門社会調査士資格を取得
職 歴
1978年 4月～1982年 3月 京都精華短期大学非常勤講師（生物学、文化人類学）
1982年 4月～1986年 3月 京都芸術短期大学専任講師（生物学、文化人類学）
1986年 4月～1991年 3月 同短期大学芸術文化研究所助教授
1989年 4月～1989年 9月 イリノイ大学人類学部客員研究員
1989年10月～1991年 3月 イリノイ大学人類学部客員准教授
1991年 4月～1994年 3月 甲南大学文学部社会学科助教授
1994年 4月～1996年 3月 甲南大学文学部社会学科教授
1996年 4月～1997年 3月 甲南大学大学院博士前期課程指導教授
1997年 4月～2019年 3月 関西学院大学社会学部教授
1997年 4月～2019年 3月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程指導教授
2001年 4月～2019年 3月 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程後期課程指導教授
2003年～2008年 国立民族学博物館 共同研究員
2005年 4月～2008年 3月 関西学院大学情報メディア教育センター長
2005年～2010年 公益財団法人私立大学情報教育協会 理事








2012年 4月～ 京都市立美術館 学術顧問（現在に至る）
2012年 7月～ 京都市立動物園 学術顧問（現在に至る）
2015年 4月～2017年 3月 公益財団法人 山階鳥類研究所副所長・理事
2016年 4月～2019年 3月 関西学院大学 先端社会研究所所長
2017年 4月～ 公益財団法人 山階鳥類研究所所長・理事（現在に至る）
2017年 4月～ 我孫子市立 鳥の博物館 名誉館長（現在に至る）
2019年 4月 関西学院大学名誉教授
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学会及び社会活動等
1975年 4月～ 日本文化人類学会 会員
1975年 4月～ 関西社会学会 会員
1995年 4月～ ヒトと動物の関係学会 副会長
1977年 4月～ 日本社会学会 会員
1989年～ 米国人類学会（AAA） 会員
2011年 4月～2017年 3月 生き物文化誌学会 評議員
2017年 7月～ 生き物文化誌学会理事・さくら基金選考委員
2015年～ 日本鳥学会 会員




2007年 4月～ NPO 法人 京都文化企画室 顧問（2017年 認定 NPO 法人に移行）
2007年 8月～ NPO 法人動物愛護社会化推進協会常務理事（2017年 認定 NPO 法人に移
行）
2009年 7月～ Kyoto Cross Media Experience 実行委員会委員
2010年～2016年 公益財団法人 田嶋記念大学図書館振興財団理事
2010年10月～2016年 4月 公益財団法人 日産科学財団理事 研究助成選考委員
2011年 4月～ 一般社団法人 日本カレンダー暦文化振興協会 常務理事
2012年 7月～ 環境省 「KYOTO 地球環境の殿堂」選考委員
2014年 4月～ 西宮文化協会 理事
2016年 4月～ 神戸新聞 「読者と紙面」委員
2017年 1月～ 認定 NPO 法人 動物愛護社会化推進協会 理事長
2017年 4月～ 公益財団法人 山階鳥類研究所所長・理事
2017年 4月～ ジャパン・バードフェスティバル （我孫子市）実行委員長
2018年 4月～ 一般社団法人 嵐山鵜飼観光文化振興協会 理事長
2018年 6月～ 一般財団法人 千里文化財団（国立民族学博物館運営財団） 理事
2018年 6月～ KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委員会 （京都市）顧問
2018年 8月～ 第 6回 コウノトリ未来・国際会議（兵庫県、豊岡市）実行委員長
賞 罰
1971年 6月 日本航空創立 20周年記念論文 優秀賞
2011年10月 関西経済同友会 サイバー適塾浅田記念賞
2014年10月 大学図書館協会 優秀図書館賞（関西学院大学図書館長として）
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『情報人類学－サルがコンピュータをつくった理由』1993年 10月 ジャストシステム
『第三の社会－ビジネス・家族・社会が変わる－』2000年 1月 岩波書店












『世相観察・女と男の最前線』（共著）梅棹忠夫編 P 29-P 47 1991年 9月 講談社
『都市産業革命宣言』（共著）ヒューマンテック産業分科会での総括 P 319（担当部分抽出不可能）1995
年 3月 プレジデント社
『ポスト・コンピュータの世界』（共編著）浜野保樹・佐倉統・伊藤俊治・巽孝之との共著 P 11-P 62
1995年 11月 朝日新聞社
『速度の発見と 20世紀の生活（20世紀のメディア）』（共編著）上野俊哉・藤本憲一・石森秀三・逢沢明
・井野瀬久美恵・メリー I ホワイト・小松左京・柳原佳子との共著 P 5-P 30 1996月 5月 ジャス
トシステム
『岩波講座 文化人類学第 1巻 新たな人間の発見』（共編著）船曳建夫・山崎寿一・長谷川寿一・正高信
男・福島真人・落合一泰・田辺繁治・竹村真一との共著 P 215-P 239 1997年 4月 岩波書店
『実践起業家養成講座』（共編著）曽根宏道との共著 P 300（担当部分抽出不可能）1997年 6月 ダイヤ
モンド社






『ヒトと動物の関係学シリーズ』（共編著）林良博・森裕司・秋篠宮文仁・池谷和信との共編著 P 1-P 15
2009年 4月 岩波書店
『インターネットと人権を考える①』（共編著）林 紘一郎，松井修視，桑子博行との共編著 P 146（担
当部分抽出不可能）2009年 5月 解放出版社
『現代社会と家庭動物』（共編著）動物愛護社会化検定専門級試験 公式テキストブック林良博との監修
P 392（担当部分抽出不可能）2009年 8月 インターズ
『自然の問題と聖典』（共著）関西学院大学キリスト教と文化研究センター・樋口進編 P 97-P 131 2013
年 11月 キリスト新聞社
『モビリティの社会学…自動運転が変える近未来』（共著）1章、6章 2019年 3月 関学出版会
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著書（訳書）
『さぁ横になって食べよう－忘れられた生活様式』（訳書）B・ルドルフスキー著 P 196（改訳、1991年 2
月同出版会より SD 選書として新版刊行）1991年 1月 鹿島出版会
『イヌのこころがわかる本』（共訳書）マイケル・W・フォックス著 平方文夫・平方直美・新妻昭夫との
共訳書 P 218-P 298 1979年 8月（ダイヤモンド社）のちに、1991年 9月（朝日新聞文庫）
『ネコのこころがわかる本』（共訳書）マイケル・W・フォックス著 平方文夫・平方直美・新妻昭夫との
共訳書 P 219-P 225 1979年 8月（ダイヤモンド社）のちに、1991年 9月（朝日新聞文庫）
『ジェスチャー－しぐさの文化』（共訳書）D. モリス著 多田道太郎との共訳書 P 382-P 496 1992年 12
月（角川選書）のちに、2004年（ちくま学芸文庫）
『ビル・ゲイツ－巨大ソフトウェア帝国を築いた男（訳書）J. ウォレス、G. エリクソン著 P 581 1992年
12月 翔泳社
学術論文
情報技術と社会変容 京都芸術短大研究紀要「瓜生」9号 P 144 1977年 12月 京都芸術短期大学
情報社会の人間関係『現代日本文化における伝統と変容 3－日本人の人間関係』P 196-P 209（栗田靖之・
国立民族学博物館編）1978年 9月 ドメス出版
近未来のメディア感性 京都芸術短大研究紀要「瓜生」10号、P 27-P 33 1978年 12月 京都芸術短期大
学
「情報文明における人間の感性の変容」浜口恵俊編著『国際化と情報化－比較文明学の視点から』P 138-P
147 1989年 1月 日本放送出版協会
北米における自動車文化の拡張と変容『甲南大学研究紀要・文学編 79・社会科学特集』P 31-P 51 1991
年 3月 甲南大学
バーチャル時代のマクルーハン『現代思想』1992年 3月号 P 138-P 147 1992年 3月 青土社
市民レベルへの情報化の浸透『市民レベルの情報化の研究』第 6章分担執筆 P 99-P 108 1992年 3月
財団法人関西西情報センター
リアリティのゆくえ－虚実の情報文明考 比較文明学会年報『比較文明 第 8号』P 18-P 30（査読つき）
1992年 11月 刀水書房
北米における自動車文化の拡張と変容（Ⅱ）象徴としての高速道路『甲南大学研究紀要・文学編 90・社
会科学特集』P 72-P 92 1994年 3月 甲南大学
The New Electronic Culture「PASIFIC FRIEND」vol.21 no.11 P 2-P 9 1994年 3月 外務省
世界都市の情報化「国際シンポジウム・新都市の時代」P 65-P 82 1994年 9月 （財）千里文化財団（英
文併記論文）
パソコン通信とケーブルテレビによる家庭の変容－横浜市周辺における面接調査事例『甲南大学研究紀要
・文学編 94・社会科学特集 P 59-P 99 1995年 3月 甲南大学
Technology for Recreation : A Look at the Famicon and Personal Computer Communication（“Senri Ethnologi-
cal Studies”no.40）“Japanese Civilization in the Modern World XI Amusement”、P 137-P 145 1995年 3
月 国立民族学博物館
「阪神・淡路大震災と情報通信」シンポジウム報告「情報通信学会会誌」1995年 13巻 2号 1995年 8月
（財）情報通信学会
「Leaving the“Media Cocoon”：Japan and the Information Society”」米国・日本研究学会（ワシントン大学）
1995年 10月 “Conference on Crisisand Change in Japan Today”報告集
「テクノロジーと遊びの間に」．岩波講座『現代社会学』第 20巻「仕事と遊びの社会学」P 131-P 144
1995年 12月 岩波書店
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都市における共生空間の創造－情報人類学の視点から『日本都市学会年報』1998年 31号、P 3-P 11（査
読つき）1998年 5月 日本都市学会
現代文明と家族『比較文明 14』14号 P 112-P 127 1998年 10月 刀水書房
第三の社会－情報メディアによる家庭と産業の変容、『電子情報通信学会技術研究報告』vol.99 no.1 P 19
-P 21 1999年 4月 （社）電子情報通信学会
情報化時代における「第三の社会」に関する実証的研究 平成 11年度京都工芸繊維大学大学院工芸科学
研究科博士論文 2000年 3月 京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科
情報革命による産業の変容『地域産業交流』Vol.16 No.1 2000年 7月 地方シンタンク凝議会
情報革命による地域社会の変容『21世紀ひょうご』Vol.83 2001年 2月（財）21世紀ひょうご創造協会
「日本型情報文明」の可能性にかんする逆説的一考察『情報文明学の構想－高度情報化社会と文明の共存』
（吉沢英成編）第 6章 P 123-P 142（平成 10年度、11年度科学研究費補助金基盤研究（A）（1）にも
とづく研究成果報告書）2001年 2月 以文社
‘An Empirical Study on the“Third Society”in the Infermation Age”Kansei Gakuin University Sccial Science
Review, Vol.52000 2001年 3月 Kwansei Gakuin University
20世紀の工業都市から 21世紀の情報都市へ『都市問題研究』第 53巻第 2号 P 114-P 128 2001年 3月
大阪市総務局都市問題研究会
動物のこころとコミュニケーション－イヌ・ネコ・ウマの認識と通信『ヒトと動物の関係学会誌』第 5巻
第 1号 P 111-P 121 2001年 8月 ヒトと動物の関係学会
「地域遺伝子」活性化の重要性－欧米と日本の地域 ITS をめぐって『TRAFFIC & BUSINESS 季刊・道路
新産業』No.65、P 6-P 11 2001年 8月 道路新産業開発機構
シカゴ学派を越えるために・・・個人化・多様化・仮想化に対応した質的調査の一提案 高橋三郎・高橋
由典・大橋良介編『学問の小路』P 177-P 189 2006年 5月 世界思想社
江戸のメディアから読む動物と人間の関係『ヒトと動物の関係学会誌』Vol.18 P 18-P 23（査読つき）
2007年 6月 ヒトと動物の関係学会
人間とペットの関係の未来へ 森裕司・奥野卓司編、ヒトと動物の関係学 第 3巻、『ペットと社会』P 1
-P 13 2008年 12月 岩波書店
人間と動物の関係性へのまなざし 奥野卓司・秋篠宮文仁編、ヒトと動物の関係学 第 1巻、『動物観と
表象』P 1-P 17 2009年 8月 岩波書店
声から文字へ 井上俊・伊藤公雄編、社会学ベーシックス 第 6巻『メディア・情報・消費社会』P 13-P
22 2009年 10月 世界思想社
「ヒトと動物の関係学シリーズ」編集委員として『ヒトと動物の関係学会誌』Vol.26 P 11-13 2010年 3
月 ヒトと動物の関係学会
歌舞伎はどこまでカブクのか－コクーン、新感線、シネマをめぐって『民族藝術』Vol.27 P 248-P 249
（査読つき）2011年 3月 民族藝術学会
社会情報学と情報人類学の架橋『社会情報学研究』Vol.15 No 1 P 13-P 21（査読つき）2011年 3月 日
本社会情報学会
情報はエーテルか、メディアはマッサージか－梅棹「情報産業論」再考『文藝別冊 梅棹忠夫・・・地球
時代の知の巨人』、P 176-P 181 2011年 4月 河出書房新社
粋から萌へ－現代サブカルチャーの起源としての近世都市文化 白幡洋三郎編、『国際日本文化研究セン
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ター研究叢書 都市 歴史博覧－都市文化のなりたち・しくみ・楽しみ』P 324-P 339 2011年 11月
国際文化研究センター（笠間書房）
Roots of Cool Japan : From the Japanese Traditional Edo Culture to Anime and Manga Kansei Gakuin Univer-
sity Sccial Science Review, Vol.19 2014 P 1-P 7 2014年 3月 Kwansei Gakuin University
ヒトと動物の関係学会発足と人文科学『ヒトと動物の関係学会誌』Vol.37 2014年 3月 ヒトと動物の関
係学会
「低炭素社会における「人間の移動」に関する質的調査研究Ⅱ『ゼロカーボンソサエテイ研究センター・





学院大学先端社会研究所 紀要』第 14号 P 37-P 54（岸則政、横井茂樹、原以起、奥野圭太朗との
共著）2017年 3月 関西学院大学先端社会研究所
京の都：伝統と創造の場とその『比較文明』2017年 33号 P 93-P 101 2017年 11月 比較文明学会





以起、奥野圭太朗との共著）P 91-P 105 2018年 3月 関西学院大学先端社会研究所
その他
「マイコン少年の想像力」「世界」462、P 318-P 333 1974年 5月 岩波書店
「《解説》ヒトはカメラを捨てますか」「写真の時代」富岡多恵子著 P 223-P 231 1991年 8月 筑摩書房
「若き起業家たち－日本のビル・ゲイツの実像」「週刊ダイヤモンド」6月 22日号 1996年 6月 ダイヤ
モンド社
「インターネットが媒介する「第三の社会」」「AERA Mook 家族学のみかた」P 128-P 132 1998年 7月
朝日新聞社
「メディアとしての人間 マクルーハンを超えて」「現代思想」1998年 3月号 P 259 1992年 3月 青土
社
「究極のメディア作法」「イマーゴ」1993年 8月号 1998年 8月 青土社
「腐海」の向こうに「ジャパンクール」は見えるか『明日の日本をつくる復興提言 10』P 150-P 173 アス
キー新書編集部編 2011年 6月 角川書店
「進化する大学図書館」「KG TODAY」No 267 P 2-P 3 2011年 12月 関西学院広報室
「鳥の文化誌」への模索「山階鳥研 NEWS」No 268 4面 2016年 11月（公財）山階鳥類研究所
「花鳥風月、日本文化解くカギ」「京都新聞」「ソフイア京都新聞文化会議」552 2017年 11月 京都新聞
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